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第３回泉大津市

市民みんなの「未来の学びの場」を

考えるワークショップ

2021年12月18日（土）
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本日の予定

時間 内容

10:00～
開会
・ワークショップ進行説明

10:00～
20分程度

事務局からの説明
・第２回ワークショップの振り返り
・ワークショップとりまとめ「『未来の学びの場』のあり方（案）」
・本日のテーマのご説明

10:20～
70分程度

本日の意見交換
【本日のテーマ】
○「『未来の学びの場』のあり方（案）」について

11:30～
30分程度

本日の振り返り
・各グループからの発表（1グループ5分程度）

12:00
閉会
・次回の予定の説明
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１．第２回ワークショップの振り返り

教育施設に対する市民の認知度・関心度を高めるためには

【情報発信・媒体について】

• 市の広報紙の魅力を高める必要がある。見やすさや情報量。

• 公民館のクラブ紹介リーフレットとして配るのであれば、手元に置
いておいて、参加したいときに参照できる、手に取りたくなるもの
とするべき。

• 学校としては、生徒や保護者に対して、学校を通した情報発信を
もっとやってもらってよいと考えている。

• 各施設に対して分かりやすく統一感のある愛称等のネーミングを
行う。（市民からの親近感を高めることにも繋がるのでは。）

【ターゲットについて】

• 情報発信は、若者向けにはＳＮＳ、高齢者は紙媒体、というター
ゲット別の手段、アプロ―チが必要ではないか。

• 子どものうちから、教育施設にどのように慣れ親しんでもらうかと
いう視点も必要である。

• アクティブでない、高齢者へのアプローチに課題がある。情報を
伝える方法が限られる。アクティブにする、ということが難しい。

【施設や活動を知ってもらうきっかけづくり】

• きっかけづくりのイベントを実施する。（有名人を呼ぶ。小学校低
学年向けのイベントをすることで、親も一緒に来てもらう。など）

• クラブ活動の「エキスポ」（見本市）をやりたい。

• 美術系、文化系を中心に、街なかでの発表の場、目に触れる機
会を提供する。

【施設に入りやすい環境づくり】

• 「のぼり」を使うなどして中の活動の様子がわかるようにする。

• 初見の人の入りやすさには清潔感が必要である。

【市としての方針を市民に示す】

• 認知度をどのように向上させるのか、誰に向けて向上させるのか、
市の大きな方針（施設をどうしていくのか）を掲げることも重要。

施設を利用してもらうため、満足度を高めるための工夫

【施設を使いにくくしているルールの改善】

• 予約時間枠が使いやすい設定になっていない。（細かいコマ割りに改
善する。クラブ以外への割当枠を確保する。など）

• 予約方法の改善が必要。（現状は各施設に行って、台帳を見て空き
時間の確認、予約をしなければいけない）

• 空調が、決まった時期にならないと使えない。

• 「飲食ができない」という点が不便。飲食で交流が進む側面もある。

• 施設の実情に合わせた柔軟な取組が出来ないか。（地域からの支援
を受けやすくする。など）

【求められる場所・空間】

（一般論として）

• 「サード・プレイス」としての売り込み方をしていくのが良い。（学校でも
家でも会社でもない、落ち着ける場所を確保することを考えていくの
が良いのでは。）

• サロンみたいな場所が欲しい。（居心地がよい、新聞・雑誌が読める）

• 必ずしも施設・建物である必要はない。例えば、屋外の畑でも良い。

（地域交流ゾーンについて ※学校関係者ご意見）

• セキュリティ面が確保されれば、もっと地域住民の方等に学校に入り
込んでもらってもよい。

• 学校は生涯学習の機能がフルスペックで揃っている。どんどん使って
もらって良いのではないか。

【施設の管理運営】
• 施設の数を増やした場合、管理の手間がかかる点を気にしている。

• 人材を確保し、組織を作って運営を担ってもらう必要がある。（シル
バー人材の活用や、地域人材の活用。など）

• 地域の方が、学校のカリキュラムをサポートするような関わりがあっ
ても良いのではないか。（※学校関係者ご意見）

• 施設運営を担う事務局があった上で、改善に取り組める体制とする
べき。

市民みんなの「未来の学びの場」を考えるワークショップ “教育施設で何がしたい何が出来る”

【当日の参加者】 ・午前４グループ ２５名 ・午後３グループ １５名 計４０名
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２．「『未来の学びの場』のあり方（案）」について
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２．「『未来の学びの場』のあり方（案）」について
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３．本日の意見交換のテーマ

テーマ

「『未来の学びの場』のあり方（案）」について

⚫ 「骨太の方針（仮説）」について

⚫ 「具体的な取組例（案）」について

⚫ 「取り組むにあたっての課題」について


